
 

佐伯市農業農村整備事業３次元設計データ作成業務試行要領  

（令和５年６月13日） 

 

１ 目的 

本要領は、佐伯市農業農村整備事業における、情報化施工を目的とした３次元設計を

行う場合の必要な事項を定めたものである。 

 

２ 対象業務 

原則、ほ場整備工事（面整備）を対象とし、その他工種については必要に応じて実施

できることとする。 

 

３ 業務費の積算 

（１） ほ場整備工事（面整備）の場合 

業務費の積算は、別紙－１に示す作業項目のうち、必要な項目を計上するものと

する。 

（２） その他工種の場合 

業務費の積算は見積により決定する。 

 

４ 特別仕様書への条件明示 

特別仕様書に別紙－２の記載例を参考に記載する。なお、記載例にないものについて

は個別に作成する。 

 

５ 基準等 

（１） 情報化施工技術の活用ガイドライン（農林水産省） 

 

６ その他 

本要領に定めのない事項については、受発注者間の協議により定めるものとする。 

 

７ 施行期日 

本要領は、令和５年６月 15 日以降に起案する業務から適用する。 

  













別紙－２（特記仕様書記載例） 

 

第○条 ３次元設計データ作成 

１ 本業務は、情報化施工を目的とし、３次元設計データ作成を行うものとする。 

２ 受注者は、佐伯市農業農村整備事業３次元設計データ作成業務試行要領に基づき業

務を実施しなければならない。 

３ 使用するソフトウェアは、「情報化施工技術の活用ガイドライン」に記された要件

を満たすこと。 

４ ３次元設計データの作成に必要な資料・データ収集を行うとともに、実施範囲、実

施方針、作業工程表、使用するソフトウェア等を記載した作業計画書を提出する。 

５ 実施範囲については、受発注者協議により決定すること。 

６ ほ場整備実施設計により作成された座標および高さ情報の記載された計画平面図を

基に、データ入力、面データ（ＴＩＮ）の構築を行う。 

 


